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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　燃料電池の運転制御方法であって、
　（ａ）前記燃料電池の始動時温度を取得する工程と、
　（ｂ）前記燃料電池の現在温度を取得する工程と、
　（ｃ）前記燃料電池の出力電圧値および出力電流値により特定される前記燃料電池の現
在の目標動作点を、前記始動時温度に基づき又は前記始動時温度および前記現在温度に基
づき設定する工程と、
　（ｄ）前記燃料電池の動作点が前記目標動作点となるように、前記燃料電池に供給する
反応ガスの流量と、前記燃料電池の出力電圧と、のうちの少なくとも１つを制御する工程
と、
　を備え、
　前記工程（ｃ）は、前記現在温度が同じ場合に、前記始動時温度が低いときの方が前記
始動時温度が高いときに比べ低い出力電圧値の動作点を、前記目標動作点として設定する
工程を含む、
　燃料電池の運転制御方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の燃料電池の運転制御方法において、
　前記工程（ｃ）は、
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　　　前記燃料電池の出力電圧値および出力電流値により特定される前記燃料電池の現在
の目標動作点を、前記工程（ａ）において取得された前記始動時温度および前記工程（ｂ
）において取得された前記現在温度に基づき設定する工程であり、
　　　前記始動時温度が同じ場合に、前記現在温度が高いときの方が前記現在温度が低い
ときに比べ高い出力電圧値の動作点を、前記目標動作点として設定する工程を含む、
　燃料電池の運転制御方法。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の燃料電池の運転制御方法において、
　前記工程（ｃ）は、前記始動時温度が０℃以下の場合に実行される、
　燃料電池の運転制御方法。
【請求項４】
　請求項１から請求項３までのいずれか一項に記載の燃料電池の運転制御方法において、
　前記工程（ｃ）は、前記目標動作点の出力電圧値が、該目標動作点を通る要求出力の等
出力曲線と前記燃料電池の電流対電圧特性曲線との交点である通常動作点の出力電圧値よ
りも低くなるように、前記目標動作点を設定する工程を含む、
　燃料電池の運転制御方法。
【請求項５】
　請求項４に記載の燃料電池の運転制御方法において、
　前記工程（ｄ）は、前記燃料電池の現在の動作点が前記通常動作点と一致する場合に比
べて、前記燃料電池に供給する前記反応ガスの流量を少なくして、前記通常動作点での動
作時に比べて電力損失が大きい低効率運転を実行する工程を含む、
　燃料電池の運転制御方法。
【請求項６】
　請求項４または請求項５に記載の燃料電池の運転制御方法において、さらに、
　（ｅ）前記始動時温度および前記現在温度に応じた前記目標動作点の出力電圧値の上限
値を、記憶装置に予め記憶する工程を備え、
　前記上限値として、前記現在温度が同じ場合に、前記始動時温度が低いときの方が前記
始動時温度が高いときに比べ低い値が記憶されており、
　前記工程（ｃ）は、
　　　前記燃料電池の出力電圧値および出力電流値により特定される前記燃料電池の現在
の目標動作点を、前記工程（ａ）において取得された前記始動時温度および前記工程（ｂ
）において取得された前記現在温度に基づき設定する工程であり、
　　　前記目標動作点の出力電圧値が、前記工程（ａ）において取得された前記始動時温
度および前記工程（ｂ）において取得された前記現在温度に応じた前記上限値以下となる
ように、前記目標動作点を設定する、
　燃料電池の運転制御方法。
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